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論文内容の要旨
本論文は，多様な目的を有する交通のうちで最も大きな問題をかかえる通勤交通を対象に，交通手段
司IJ需要推五十子法に関して研究を行ったもので，次の 8 章からなっている。
第 1 章では，交通計画における需要推計子法の位置づけと需要推計手法の発展過程，つづいて本論文
の目的と意義について述べている口
第 2 章では， 4 段階推定法の第 l 段階を占める生成交通量推計を対象に，通勤者生成原単位の変動構
造を産業構造を介して明示するモデ、jレの作成を試み，つづいて都市類型別に，また 2 つの時間断面に対
してモデ、ルの適用を試みている。その結果，こ乙で提案したモデ、jレは実用上充分な精度が得られること
を明らかにしている口
第 3 章では，交通手段別交通量推計，経路別交通量推計に必要なモデノレとして，効用関数に一般化時
聞を組み込んだ交通手段選択モデルを定式化し，つづいて一般化時間モデル式の係数で、ある等価時間係
数を交通モード別に求めている。乙のモデルは交通モード別所要時間，費用，乗りかえ回数を考慮に入
れたもので，従来のモデノレにくらべ，より一般的で操作性の高いものとなっている。
第 4 章では，一般化時間算定において必要となる時間価値を，通勤時鉄道利用，買物・レジャー時鉄
道利用，通勤時駐車場利用の 3 形態について求めている。
第 5 章では， 3 章， 4 章で求めた交通手段選択モデソレを，パス利用者の駅選択行動に適用し， 2 駅お
よび 3 駅選択モデルを構築し，その適合性を調べている。ついで，これらのモテ、ルは経路選択要因にト
レードオフ関係が現れる場合，有効性を発揮することを確かめている。また，これらの駅選択モデルを
組み込んだ需要推計手法は現状再現性が良好であることを明らかにしている。
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第 6 章では，新しい交通モードとして高速道路を走る仮想急行パスを対象に需要推計を試みている。
この場合， 5 章のような行動データによる選択モテ〉レを適用で=きないという問題があるため，意識デー
タによる転換モデルを構築し，需要推計に組み入れる方法を提案し，比較的容易に新しい交通手段の需
要推計が行えることを明らかにしている。
第 7 章では， !駅周辺に駐車している自転車，バイクを対象に新たに有料駐車場が建設された場合の需
要推計を転換意識モデルを用いて行う方法を提案し，このモデノレの適合性の高いことを示している。
第 8 章では，以上の本論文の成果をまとめるとともに，今後の研究課題について述べている D
論文の審査結果の要旨
本論文は，交通計画上の重要課題であるアクセス交通について調査研究し，主にその交通需要推計手
法について述べたもので，その成果を要約するとつぎの通りである。
(1) 交通計画の基本となる生成交通量の推計手法について，産業構造を媒介として通勤交通量を算出す
るモデノレを作成し，そのモデノレが実用上充分な精度を有する乙とを確かめている。
(2) 交通手段別交通量，経路別交通量の推計に必要なモデノレとして，新たに所要時間，費用，乗り換え
回数を考慮した一般化時間を組み込んだ交通手段選択モデ)レを定式化し，極めて実用性の高い推計方
法を提案している。
(3) 上記の予測計算に必要な一般化時間を，通勤時鉄道利用，買物・レジャー時鉄道利用，通勤時駐車場
利用等の場合について求め，交通手段別交通需要推計手法の実際面への適用法を示すとともに，その
手法をパス利用者の駅選択行動に適用し 交通計画手法の実用化に貢献している。
(4) アクセス交通手段改善の試みとして，仮想的な高速急行パスを考え，それに対する交通需要を算定
するために意識モテソレを開発し，実現性の高い都市交通改善のための提案を行っている。
(5) 最近問題となっている駅周辺の自転車・バイク対策として有料駐車場を建設した場合の利用者を推
計するための転換意識モデノレを用いる新しい手法を提案している。
以上のように本論文は主に通勤交通を対象として，その交通需要推計手法の提案と実用化を試みたも
ので，その結果は交通対策，交通システム改善上，益すること大であり交通計画，都市計画上極めて有
用で，学術上，実用上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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